
◎「歴史総合(仮称)」で習得し
た「歴史の学び方」を活用する

○ 現代の諸課題の背景にある歴史を、グローバル化につながる近現代における歴史の転換に着
目して追究するとともに、日本及び世界の歴史の考察に関わる概念を理解する。

◎ 単元の基軸となる本質的で大きな問いを設け、諸資料を適切に活用しながら、歴史を考察する
手立てを用いて追究し、「歴史の学び方」を身に付ける。

高等学校学習指導要領における歴史科目の改訂の方向性として考えられる構成（案）
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現行科目
「世界史Ｂ」

現行の科目の学習内容を一層構造化して，「歴
史総合（仮称）」で培った歴史の学び方を活用す
る。

新選択科目
「世界史(案)」

新必履修科目「歴史総合(仮称)」

○諸地域世界の歴史
の大きな枠組みと展
開を広く深く考察する。

○我が国の歴史の展開
を広く深く考察する。

新選択科目
「日本史(案)」

※ 歴史用語の在り方について、研究者と教員との対話を通じて、歴史を考察する手立てに着目するなどして構造化を図る。
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